











図２．Cottage for Mr. W. Ono, Fuzan
図１．Residence for Dr. Newell, Seoul
表１．ヴォーリズの韓国住宅リスト
Title Date
Residence for YMCA Secretary, Seoul 
(Job#8588) 1917.07
Residence for YMCA Secretary, Seoul 
(Job#8589) 1917.08
Residence for Dr. Stites, Seoul 1920.02
Residence for Methodist Mission 1920.03
Residence for Dr. H. B. Newell, Seoul 1925.05
Residence for Y. Akiyama, Fuzan 1925.07
Residence for Mr. Iwase, Fuzan 1925.08
Residence for YMCA Secretary, Korea 
(Job#8712) 1927.06
Cottage for Mr. W. Ono, Fuzan 1930.10
Residence for Miss. Rogers Joshin 1931.03
Residence for Mr. Gerdine, Seoul 1935.08
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図３．Residence for Miss. Rogers Joshin
表２．1938年以降の主な住宅作品リスト
Date Title
1938年 Mr. S. Choi’s Res. Seoul など５件
1939年 Rev. D. A. Swicord’s Res. Chonju など７件
1940年 Mr. Anderson’s Res. Inchon など５件
1941年 Mr. Y. Kang’s Res. Seoul など16件




外観を持つ「Cottage for Mr. Ono（図２）」















for Miss. Rogers Joshin（図３）」で韓洋折衷
のデザインを試みたことは，特記すべきであ
ろう。それはファサード表現において現れた
ものであり，韓国瓦屋根の軒先に奇数の雑像
（宮殿建築等に採用された屋根飾り）を並べ
るなど，17回にわたり韓国へ渡ったヴォーリ
ズが韓国伝統建築を十分に理解していたこと，
また彼の韓国趣味が施された作品として特徴
が見受けられる。
　このような折衷の工夫は，ヴォーリズ事務
所の韓国人所員であったに姜沇（カン・ユ
ン）に引き継がれる。1920年に同事務所に入
所した彼は，ヴォーリズの信頼を得た後，
1938年に開設されたヴォーリズ建築事務所の
ソウル出張所の所長となった。
　ヴォーリズの建築リストのうち，1938年以
降に計画された表２の住宅は，日本に現存図
面が保管されていないことなどから，戦争が
深まるなかでソウル出張所が直接計画した可
能性が高いと推察される。これらの住宅設計
は，設計図がないため不明な部分が多いが，
そのうちソウルにある姜沇の自邸「Mr. Y. 
Kang’s Res.」を見つけることができた。
　現存するこの住宅からは，姜が帰国直後に
韓洋折衷の住宅を計画するなど，ヴォーリズ
から学んだ建築思想を韓国で展開していった
ことが分かる。
　主に様式建築を手がけたとされるヴォーリ
ズの建築において，韓国に渡った日本人の住
宅に和洋折衷が，また西洋人宣教師の住宅に
韓国趣味のデザインが，さらに弟子の作品に
韓洋折衷の試みが確認できたことは，ヴォー
リズが単なるアメリカ建築の移植にとどまら
ず，東アジアのバナキュラー文化を尊重しつ
つ新たな住まい文化の提案に積極的に取り組
んだことの証左であり，改めて評価しておき
たい。
